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権能のために拡張しつつ、その完遂
を先送りにする






































































否定が共通見解だった。Vgl. Orend, Brian: 
War and international justice. A Kantian 








て い る。Bohn, Jochen: Ewiger Krieg der 
Ansprüche Kritik der freiheitsrechtlichen 
Friedensphilosophie Kants, in Archiv fuer 
Rechts- und Sozialphilosphie, Volume 99, 
Number 4, 2013, p. 463.
４ オレンドの前掲書第二章の表題はずばり、「カ
ントの正戦論」である。Orend, a.a.O., p. 41.　
オレンドは別論文で、「カントは現に正戦論
をもっているというテーゼ」を肯定してい
る。Orend, Brian: Kant’s Ethics of War and 





ではない。Vgl. Orend, War and international 














７ Vgl . Kleemeier , Ulr ike : Kriege , Recht , 
Gerechtigkeit – Eine ideengeschichtliche 
Skizze, in: Dieter Jansen/Michael Quante 




Vgl. Gottlieb Hufeland：Versuch über den 





著作が多く見られる。Vgl. Warda, Arthur: 




























19 Jürgen Habermas : Kants Idee des Ewigen 
Friedens – aus dem historischen Abstand 
von 200 Jahren, in:






















Kant und Hegel über Krieg und Völkerrecht, 
in: Dieter Jansen/Michael Quante(Hsrg.): 







で あ る 」 と す る。Kenneth N. Waltz: Kant, 
Liberalism, and War, in: American Political 










を挙げようとはしない。Vgl. Habermas, a.a.O., 
S. 294.
29 山根雄一郎は、カントがポーランド分割に
大きな関心を持っていたことを指摘してい
る。山根雄一郎『カント哲学の射程』風行社、
2011年、96頁以下、また123頁以下を参照。
（ 9 ）
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論　説
カントにおける正戦論
30 小原克博「戦争論についての神学的考察―宗
教多元社会における正義と平和」（『基督教研
究』 64(1)、 2002年）29頁以下。
31 シラセ・ボクが指摘するように、その論考が
抽象的にすぎ、実際に適用するには細部を欠
いているという弱点はあるにしても。シラセ・
ボク『戦争と平和　カント、クラウゼヴィツ
と現代』大沢正道訳、法政大学出版局、1990年、
54頁を参照。

